
「連携？協働？共創？地域固有の価値をつくる
ミュージアムの取り組み」

藤江亮介 （乃村工藝社公民連携プロジェクト開発２部 ）
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• ○○連携

地域連携
学校連携、博学連携、大学連携
市民連携（市民協働）
MLA連携、MALUI連携
企業連携
関係機関連携
…など
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• 連携？ 協働？ 共創？

• COOPERATION？
COLLABORATION？
CO-CREATION？
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• なぜ「連携、協働、共創」が求めら
れるのか？
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• 「市民のなかの博物館」
伊藤寿朗 著（1993年）

• 第三世代の博物館
参加志向、社会的要請に応え、より開かれた事業

を展開し、新たな価値創出を目指す

• 地域博物館
例えば…市民協働による調査研究

→各地の博物館に取り組みの実例が数多くある
（特に自然史系など）
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多摩六都科学館

• 小平市、東村山市、清瀬市、東久留米
市、西東京市の5市が設置

• 年間約25万人が来館
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第２次基本計画（2014～２０２３年）

• 市民を巻き込んだ策定プロセス

• この中長期計画で、“地域づくり”という
新たなミッションが示される
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• 独自の事業評価システムを確立

• 市民モニター制度の導入

→モニタリングや評価のプロセスにも
市民に関わってもらうための仕組み
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年次計画や報告の中での位置づけ

• 事業項目として“○○連携”という項目
を並列に置かず、関連図としてまとめる
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組織編成のなかでの工夫

• ○○連携担当という役職をあえてつく
らない

• それぞれが担当業務のなかでパート
ナーシップを構築していく
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• パートナーシップの例
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ボランティア会

• 約130名が所属する任意団体

• 来館者とのコミュニケーションをはじめ、
催しの企画・運営などの幅広い活動
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研究機関

• KEK、国立天文台、NICT、極地研、
ISASなど首都圏にある研究機関と
協定を締結

• 研究内容を社会に対して示していく
ためのチャネル
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市民グループ

• 東大農場演習林の存続を願う会

• 川づくり清瀬の会

• 東久留米川クラブ

…など
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地元企業

• 西武鉄道
→企画展やプラネ番組でのコンテンツ
提供

• グローブライド
→釣りを通じた水辺の自然観察会
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地域メディア

• 週に一度のコミュニティFM番組
（2年間で約100人のゲスト）

→館内のカフェ事業者の誘致

→プラネ番組「全天88星座 ～光が語る
天球の地図～」
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広域行政圏という特色

• たまろくと市民感謝デー、圏域市民
ウィーク
→産業振興にも寄与

• 圏域内の郷土博物館や郷土資料室
の資料を集めて展示
→広域の文化行政の課題も
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多文化共生プロジェクト

• 文化庁「地域と協働した博物館創造
活動支援事業」として、2019年から
取り組みがスタート
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• 髙柳雄一館長の言葉

「地域から世界を観る科学の視点と
科学が発見した世界から地域を観る
視点を交える」
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連携（依頼に応じ協力）

協働（目的・目標が重なる）

共創（共に価値をつくりだす）
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• 共につくるパートナーが増える
→学びの場の魅力
→コンテンツの訴求力や満足度

• 認知度の高まり、集客基盤の拡大
→年間の来館者数が3年で5万人増
※この間リニューアル等は行われていない
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• この１０年の歩みを記述するために、
“ネットワーク”に代わる考え方が必要
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INGOLD, T. (2007) LINES: A BRIEF HISTORY (1ST ED.) ROUTLEDGE PP82 FIGURE3.1

ネットワークは点（ノード）と点を結節し
ていく概念であるのに対し、

メッシュワークは線が絡まりあい、それ
が結び目を作りつつのびていく概念




